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①現状と問題点 

■沖縄県のバリアフリー化の割合は、全国平均の27％に比べて21％と低く、整備が遅れている。 

■沖縄県の高齢者人口（65歳以上人口）は年々増加しており、また人口に占める割合も高くなってきている。 

■平成15年８月に開業予定のモノレールの各駅についてはバリアフリーで整備されているが、そこから乗り継ぐバスのバリアフリー化が進んでいないことは今後の重要な課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査        

 

 

 

②講じる施策や事業 
関連する施策・事業 平成 15年度主要事業・施策 平成 15年度供用予定箇所 

歩行空間のバリアフリー化 ・ 県庁前線外１線街路事業  

 
 

Ｓ60 Ｈ２ Ｈ７ Ｈ12 
 

人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 

15歳未満 322,523 27.4% 299,836 24.7% 281302 22.1% 264,279 20.2%

15～64歳 754,119 64.0% 793,287 65.3% 842,752 66.2% 861,826 65.9%

65歳以上 101,947 8.6% 121,082 10.0% 148,567 11.7% 182,557 13.9%

  65～74歳 - - 67,568 5.6% 84,027 6.6% 105,035 8.0%

  75 歳以上 - - 53,514 4.4% 62,227 4.9% 77,522 5.9%

合計 1,178,589 100.0% 1,214,205 100.0% 1,272,621 100.0% 1,308,662 100.0%

【指標－８】１日当たりの平均利用者数が5,000人以上の旅客施設の周辺等の主な道路のバリアフリー化の割合（現況値：21％ ⇒ Ｈ15年度：30％ ⇒ Ｈ19年度：76％）
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図 バリアフリー化の割合 

出典：沖縄県都市計画課


